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創
立
百
周
年
を
迎
え
て

同
窓
会
会
長
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（
宗
高
十
二
回
卒
）

校 

長三 

宅  

竜 

哉

　

暑
さ
厳
し
き
折
、会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」と
言
い
ま
す
が
、早

い
も
の
で
創
立
百
周
年
記
念
実
施
の
年
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
百
年
を
振
り

返
り
ま
す
と
、草
創
期
の
大
正
時
代
か
ら
あ

の
悲
惨
な
戦
争
を
体
験
し
た
昭
和
の
時
代
、

そ
し
て
多
く
の
災
害
を
経
験
し
た
平
成
の

時
代
が
終
わ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
と
と
も
に
足
早
に
時
代
の
歯
車
は
回
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、希
望
に
満
ち
た
令

和
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り
ま
し
た
。　

　

時
代
の
変
わ
り
目
は
、何
か
し
ら
寂
し

く
、半
分
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
期
待
に

胸
膨
ら
む
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。　

　

今
年
は
宗
像
高
校
の
創
立
百
周
年
を

祝
い
、次
な
る
百
年
に
向
け
て
の
決
意
を

新
た
に
す
る
年
で
す
。
私
た
ち
は
先
輩
と

し
て
、こ
れ
か
ら
宗
像
高
校
を
担
う
若
き

後
輩
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
後
方
か

ら
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

　

さ
て
、今
年
は
創
立
百
周
年
記
念
実
施
の

年
に
な
り
ま
す
の
で
、同
窓
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
三
者
が
協
力
し
て
、準
備
し
て
き
た
多

く
の
事
業
や
行
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
の
記
念
事
業
は
、部
室

棟
新
設
、グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
設
置
、記

念
碑
建
立
、法
被
作
製
、記
念
総
会
、記
念

ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。　

　

記
念
碑
に
つ
き
ま
し
て
は
校
舎
の
玄
関

前
に
建
立
し
、四
月
二
十
六
日
に
除
幕
式

を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。
記
念
総
会
は

七
月
二
十
八
日
に
博
多
駅
近
く
の
ホ
テ

ル
日
航
福
岡
で
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
同
窓
会
と
創
立
百
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
と
が
協
力
し
な
が

ら
記
念
事
業
成
功
に
向
け
て
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
記
念
事
業
募

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、多
く
の
同
窓
生
や

賛
同
さ
れ
る
方
々
の
ご
厚
意
に
対
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、ま
だ

ま
だ
私
ど
も
の
募
金
活
動
に
不
十
分
な

点
が
多
く
、現
時
点
で
は
目
標
に
達
し
て

お
り
ま
せ
ん
。「
ふ
る
さ
と
納
税
の
利
用
期

間
」も
い
よ
い
よ
残
り
二
か
月
で
八
月
末

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

現
役
世
代
の
人
は
確
定
申
告
を
す
れ

ば
募
金
の
ほ
と
ん
ど
が
一
年
以
内
に
戻
っ

て
く
る
と
い
う「
ふ
る
さ
と
納
税
の
利
点
」

を
活
用
し
て
、二
回
目
さ
ら
に
三
回
目
の

募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

住
所
変
更
は
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
で
き
ま

す
の
で
是
非
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

そ
れ
で
は
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
清
栄
を
祈
念
し
つ
つ
、創
立
百
周
年
を

祝
う
と
と
も
に
、次
の
百
年
へ
の
第
一
歩
を

力
強
く
踏
み
出
す
こ
と
を
願
っ
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　

　

宗
像
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　

　

日
頃
か
ら
宗
像
中
学
校
・
宗
像
高
等
学
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校
の
教
育
活
動
に
対
し
、物
心
両
面
に
わ
た

る
心
温
ま
る
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
お
願
い
し
ま
し
た 「
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
を

求
め
る
署
名
」 

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、多
く

の
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
目
標
数
三
万
名

に
は
到
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、引
き
続
き

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、い
よ
い
よ
宗
像
高
等
学
校
創
立
百

周
年
を
お
祝
い
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
末
に
は
、同
窓
会
か
ら
ご
支
援
い
た
だ

い
た
ア
メ
リ
カ
研
修
を
初
め
て
実
施
し
、希

望
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
二
十
名
の
代

表
生
徒
が
予
想
以
上
の
貴
重
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
末
に
は
、百

周
年
記
念
碑
除
幕
式
に
続
い
て
、開
校
記
念

講
演
会
を
高
校
二
十
八
回
生
の
伊
豆
美
沙

子
宗
像
市
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、伊
豆
市
長
と
同

じ
く
二
十
八
回
生
の
宗
像
市
部
長
級
の
五

名
の
先
輩
方
か
ら
、後
輩
た
ち
に
対
す
る
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

今
後
は
、六
月
一
日
の
記
念
鳳
雛
祭
、九

月
七
日
の
記
念
体
育
祭
、十
月
十
三
日
の
記

念
招
待
試
合
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

宗
高
の
良
き
伝
統
で
あ
る
生
徒
の
主
体
性

を
重
視
し
た
、本
校
生
徒
の
特
色
で
あ
る
協

働
性
や
粘
り
強
さ
を
生
か
し
た
、中
高
一
貫

教
育
校
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
教
育
活
動

を
実
践
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、是
非
こ

の
機
会
に
後
輩
た
ち
の
学
校
生
活
の
一
端
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　

　

私
ど
も
職
員
一
同
、生
徒
た
ち
の
成
長
と

本
校
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、同
窓
会
の
皆
様
に
は
、引
き
続

き
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

　

令
和
の
幕
開
け
と
共
に
、宗
像
高
等
学
校

創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す

こ
と
は
、誠
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

先
人
に
よ
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
文
化

や
伝
統
に
感
謝
す
る
共
に
、こ
の
百
年
と
い

う
歴
史
の
一
齣
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
は
人
生

の
誇
り
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

　

一
世
紀
の
時
を
刻
み「
質
実
剛
健
・
自
彊
不

息
」の
校
訓
の
も
と
、宗
像
高
校
か
ら
は
文
武

両
道
を
実
践
し
た
多
く
の
卒
業
生
が
巣
立
っ

て
お
り
ま
す
。
宗
高
生
の
ひ
た
む
き
に
努
力

す
る
姿
は
地
域
に
愛
さ
れ
、ま
た
、地
域
は
宗

像
高
校
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
、

こ
の
百
周
年
を
大
き
な
節
目
と
し
て
、更
に

こ
れ
か
ら
の
百
五
十
年
、二
百
年
を
見
据
え
、

襷
を
繋
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
宗
高
か
ら
日
本
へ
、そ
し
て
世
界
へ
発

信
！
」を
礎
に
こ
の
学
び
舎
が
、変
化
の
著
し

い
現
代
社
会
に
臆
せ
ず
堂
々
と
生
き
抜
け

る
人
材
・
人
物
の
出
発
点
と
な
る
べ
く
、エ
ー

ル
を
送
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　　

　

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
に

ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
方
々
の
お
陰
様

を
待
ち
ま
し
て
、八
千
万
円
の
成
果
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
の

方
々
を
は
じ
め
、企
業
、団
体
そ
の
他
関
係
し

て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
、衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
今
日

ま
で「
百
年
の
絆
を
喜
び
、未
来
を
紡
ぐ
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
全
国
の
同
窓
に
趣
意
書

を
送
り「
百
年
目
に
し
て
初
め
て
の
母
校
か

ら
の
要
請
」に
応
え
る
た
め
邁
進
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
、幾
多
の
困
難
は
あ
り

ま
し
た
が「
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
設
備
」を

発
注
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 「
部
室
棟
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、新
設
計
画
遂
行
の
目
途

も
立
ち
、懸
命
に
建
設
計
画
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
百
周
年
記
念
事
業
募
金
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」利
用
の
八
月
ま
で
二
ヶ
月

と
な
り
ま
し
た
が
、部
室
棟
内
の
附
属
設
備

充
実
を
考
え
ま
す
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
ひ
と
り
一
人
の
母
校
愛
が
次

世
代
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て

い
た
だ
き
、青
春
時
代
を
懐
か
し
む
と
同
時

に
、後
輩
た
ち
を
支
援
し
て
い
く
気
運
を
高

め
、最
後
ま
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

　

結
び
に
あ
た
り
皆
様
の
限
り
な
い
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、実
行
委
員
長
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
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平成30年度 大学等合格者数一覧
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1
1

1
1
3
1
7
7
20
6
5
7
1
4
1
1
1
71

2
2
1
1

3
6
7
1
3
3

2
2
1

34

1

1

1

2

27

1

2

2

5

1

1

4

48

153

1

1
2
21
1
2
2
3
1
1
3
38
109

1

6

2

1
10
44

茨 城 大
宇 都 宮 大
群 馬 大
埼 玉 大
東 京 芸 大
信 州 大
京 都 大
鳥 取 大
広 島 大
山 口 大
徳 島 大
九 州 大
九 州 工 大
福 岡 教 育 大
佐 賀 大
長 崎 大
熊 本 大
大 分 大
宮 崎 大
鹿 児 島 大
鹿 屋 体 育 大
琉 球 大

私　　立　　大 合計 現役 過年
7
1
3
1
3
1
1
1
1
2
1
1
3
1
3
10
4
2
2
1
2
2
2
13
3
2
1
1
2
2
5
4
43
13
9
4
95
7
3
19
43
110
23
17
7
5
9
6

3
1
1

3
1

1
2

1
3
1
3

2

4
3
1
1

2
1
5
3
25
10
7
4
63
6

19
39
69
14
17
7
5
8
6

4

2
1

1
1

1

10
4
2

1
2
2
2
9

1

1

1

1
18
3
2

32
1
3

4
41
9

1

法 政 大
立 教 大
中 央 大
駒 沢 大
帝 京 大
明 治 大
明 治 薬 大
星 薬 大
桐 朋 学 園 大
日 本 体 育 大
神 奈 川 大
洗 足 学 園 音 大
京 都 産 業 大
京 都 女 子 大
京 都 精 華 大
立 命 館 大
同 志 社 大
関 西 大
関 西 学 院 大
大 阪 芸 大
大 阪 工 大
大 阪 体 育 大
龍 谷 大
近 畿 大
武 庫 川 女 子 大
岡 山 理 大
環 太 平 洋 大
宇部フロンティア大
広 島 国 際 大
梅 光 学 院 大
九 州 共 立 大
九 州 国 際 大
九 州 産 大
九 州 女 子 大
久 留 米 大
産 業 医 大
西 南 学 院 大
西 南 女 学 院 大
西 日 本 工 大
筑 紫 女 学 園 大
中 村 学 園 大
福 岡 大
福 岡 工 大
福 岡 女 学 院 大
福 岡 女 学 看 護 大
九 州 栄 養 福 祉 大
日 赤 九 州 看 護 大
純 真 学 園 大

私　　立　　大 合計 現役 過年

短　　　　大 合計 現役 過年

専門・各種・その他 合計 現役 過年

1
1
2
2
1
1
1
2
1

526

1
1
2

1
1
1

1
356

2

2

170

1

1

1

1

4
1
1

8

福 岡 看 護 大
長 崎 国 際 大
九 州 看 護 福 祉 大
崇 城 大
熊 本 保 健 科 学 大
日 本 文 理 大
別 府 大
立 命 館 アジ ア 大
南 九 州 大

2
2
1
6
1
1
1
14

2
1
1
6
1
1
1
13

中 村 学 園 大 短 大
九 州 女 短
福 岡 女 学 院 大 短
福 岡 工 大 短 大 部
精 華 女 短
香 蘭 女 短
東 筑 紫 短

2
1
1
1
1
1
3
1
1
2
1
5
1
1
1
1
5
1
1
1
3
1
1
37

2
1
1
1

1
3

1
2
1
5
1
1
1
1
1

1
3
1
1
29

東京アカデミー専門
大 阪 航 空 専 門
藤 川 学 園
九州デザイナー学院
九州テクニカルカレッジ専門
福岡ＥＣＯ動物海洋専門
福岡カレッジオブビジネス
福岡デザイン&テクノロジー専門
福岡医療秘書福祉専門
八幡医師会看護専門
宗 像 看 護 専 門
麻 生 公 務 員 専 門
麻生外語観光＆製菓専門
西鉄国際ビジネスカレッジ
k c s 福岡情報専門
セント・ジャイルズインターナショナル
防 衛 大 学 校
海 上 保 安 大 学 校
航 空 保 安 大 学 校
九州職業能力開発大学校
福 岡 県 警 察 官
宗 像 市 役 所
宗 像 市 消 防

宮 城 大
山 口 東 京 理 科 大
下 関 市 立 大
山 口 県 立 大
北 九 州 市 立 大
九 州 歯 大
福 岡 県 立 大
福 岡 女 子 大
長 崎 県 立 大
熊 本 県 立 大
宮 崎 県 立 看 護 大
名 桜 大

私　　立　　大 合計 現役 過年
3

1

2

1

2

2

2

3
1

1
2

2
1
1

2

国 際 医 療 福 祉 大
白 鴎 大
青 山 学 院 大
慶 応 大
早 稲 田 大
上 智 大
東 京 理 大
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者
教
頭
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事
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」）
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）

常
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）

常
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常
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国
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へ
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中
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よ
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外
国
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教
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教
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中
学
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学
式

　
日　

 

対
面
式
・
離
退
任
式

　
日
〜 

早
朝
指
導 （
高
１
）

　
日
〜 

自
立
と
協
働
を
学
ぶ
体
験
活
動 （
中
１
）

　
日　

 

開
校
記
念
講
演
会
お
よ
び
芸
術
鑑
賞

１
日　

  

百
周
年
記
念
鳳
雛
祭
２
日
目

４
日
〜 

自
立
と
協
働
を
学
ぶ
体
験
活
動 （
高
１
）

　
日
〜 

期
末
考
査

３
日
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ク
ラ
ス
マ
ッ
チ （
高
校
）

　
日
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三
者
面
談

　
日　

 

終
業
式

７
日
〜 

東
京
研
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希
望
者
）

　
日　

 

始
業
式

７
日　

 

百
周
年
記
念
体
育
祭

１
日
〜 

中
間
考
査
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中
学
生
体
験
入
学

　
日　

 

百
周
年
記
念
招
待
試
合

　
日
〜 
修
学
旅
行 （
高
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）

２
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創
立
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周
年
記
念
式
典

　
日
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期
末
考
査

４
日
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修
学
旅
行 （
中
２
）     

　
日
〜 

三
者
面
談

　
日　

 

終
業
式

７
日　

 

始
業
式

　
日　

 

百
人
一
首
大
会 （
高
１
）

１
日　

 

耐
寒
登
山 （
高
１
）

　
日
〜 

学
年
末
考
査

１
日　

 

高
校
卒
業
式

　
日　

 

中
学
卒
業
式

　
日
〜 

第
二
回
ア
メ
リ
カ
研
修

　
日
〜 

中
間
考
査

　
日　

  

百
周
年
記
念
鳳
雛
祭
１
日
目

詳
細
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

26 22 12 10153120111821121824131420 2213 1221

平
成
30
年
度

《
全
国
大
会
出
場
》

《
県
大
会
出
場
》

■
陸
上
競
技
部

 『
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
』

  

・
Ｕ　

日
本
陸
上
競
技
選
手
権

　
　
　
　

男
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０
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４
位
）
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選
抜
競
歩
大
会

　
　
　
　

女
子  

５
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競
歩 （
８
位
）
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陸
上
競
技
部
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弓
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子
：
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体
）、（
男
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：
個
人
）
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、個
人
）
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個
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大
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』
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自
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）
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等
学
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選
手
権
水
泳
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大
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』
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泳
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会
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選
手
権
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人
水
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大
会
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・
サ
ッ
カ
ー
オ
ー
プ
ン
部
門（
ラ
イ
ト
ウ
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ト
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）
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国
大
会
出
場

■
吹
奏
楽
部
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吹
奏
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ク
ー
ル
』
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賞 （
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と
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同
）

■
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筑
前
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ア
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ウ
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ン
テ
ス
ト
』

  　
　
　

団
体
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位
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学
校
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育
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盟
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催
宗
像
区
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会
出
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■
陸
上
競
技
部

　
　

個
人
：
男
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７
名

　
　

個
人
：
女
子 

４
名

■
卓
球
部（
男
子
・
女
子
）

　
　

女
子
団
体

　
　

女
子
個
人
１
名

■
太
極
拳

 『
全
日
本
武
術
太
極
拳
選
手
権
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会
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』

  　
　
　
　
　
　
　

個
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■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
男
子
・
女
子
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
女
子
）

中  

学  

校筑
前
地
区
大
会
出
場

筑
前
地
区
大
会
出
場

８
月
２
日～

６
日
《
三
重
県
》

７
月
31
日～

８
月
２
日
《
長
野
県
》

1820１
月
７
日
《
大
阪
府
》

18

24

８
月
３
日～

５
日
《
愛
知
県
》

９
月
15
日～

17
日
《
福
井
県
》

７
月
14
日～

16
日
《
熊
本
県
》

７
月
６
日～

８
日
《
大
分
県
》

８
月
17
日～

20
日
《
愛
知
県
》
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アメリカ研修を経て、研修に参加した生徒たちは将来への
希望が膨らみ、それぞれの夢に向かって、世界の中心人物と
なれるようこれまで以上に精進していきたいと強く決意し
ました。ご支援いただき、ありがとうございました。　　　

100 周 年 記 念 諸 行 事 ご支援ありがとうございます

アメリカ研修

開校記念講演会が行われました

3/23（土）～31（日）の7泊9日の研修に行ってきました。
ハーバード大学訪問

ケネディ宇宙センター訪問

元ＮＡＳＡ職員講演・
　サイエンススクール訪問
宇宙飛行士トレーニング体験

マサチューセッツ工科大学訪問

（日）
24日

（月）
25日

（水）
27日

（木）
28日

（金）
29日

パネルディスカッション
キャンパスツアー

プログラミングワークショップ
特別講義・キャンパスツアー

アップクロースツアー（施設見学）
スペースシャトルアトランティス実機見学

パネルディスカッション
キャンパスツアー

プログラミングワークショップ
特別講義・キャンパスツアー

アップクロースツアー（施設見学）
スペースシャトルアトランティス実機見学

　　　　 講師に、本校28回卒の伊豆美沙子宗像市長を
　　　　 むかえ、宗像ユリックスにて講演をしていただ
きました。世界遺産登録まで
の道程や行政の役割、自分の
生き方など多岐にわたるお話
があり、生徒も自分の将来を
考えるきっかけとなりました。

伊豆美沙子氏
宗像市長

26日
4月
26日
4月

１００周年記念鳳雛祭 ２０１９年 ５月３１日（金）・６月１日（土）

１００周年記念体育祭 ２０１９年 ９月７日（土）

１００周年記念式典 ２０１９年 １１月２日（土）

１００周年記念鳳雛祭 ２０１９年 ５月３１日（金）・６月１日（土）

１００周年記念体育祭 ２０１９年 ９月７日（土）

１００周年記念式典 ２０１９年 １１月２日（土）

１００周年記念鳳雛祭 ２０１９年 ５月３１日（金）・６月１日（土）

１００周年記念体育祭 ２０１９年 ９月７日（土）

１００周年記念式典 ２０１９年 １１月２日（土）

5 宗 像 高 校 同 窓 会 報第49号 2019年6月15日



　

平
成
四
年
卒
業
の
平
田
央
と
申
し
ま
す
。

約
六
年
前
に
も
の
づ
く
り
の
会
社（
社
名
：
株

式
会
社
数
寄
屋
）を
始
め
、一
昨
年
、事
務
所

を
福
岡
市
か
ら
故
郷
の
宗
像
市
に
移
転
し
ま

し
た
。
同
じ
く
宗
像
高
校
出
身
の
妻
の
力
も

借
り
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。　　
　

　

現
在
は
博
多
織
や

久
留
米
絣
な
ど
伝
統

的
な
織
物
を
用
い
た

日
用
小
物
の
商
品
デ

ザ
イ
ン
と
製
作
を
行

い
な
が
ら
、他
社
商

品
の
受
託
製
作
や
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

福
祉
作
業
所
の
商
品
開
発
の
サ
ポ
ー
ト
、ま

ち
づ
く
り
事
業
な
ど
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

宗
像
高
校
で
は
理
科
系
の
コ
ー
ス
で
学
び
、

陸
上
競
技
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
文
武

両
道
に
は
程
遠
い
学
業
成
績
で
し
た
が
、絵
を

描
く
こ
と
が
好
き
で
、先
生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
似
顔
絵
を
描
い
た
り
、架
空
の
会
社
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
た
り
、と
い
っ
た

こ
と
を
夢
中
で
し
て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば

　

社
会
人
生
活
満
十
年
を
迎
え
る
頃
と
い

え
ば
組
織
の
中
核
で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
私
。　
　
　
　
　
　
　

　

と
こ
ろ
が
、今
春
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
十
一
年
目
に
な
り
ま
す
が
、ま
だ
歓
送
迎

会
の
幹
事
を
す
る
最
若
手
で
す（
笑
）。　　

　

私
が
所
属
し
て
い
る
の
は
東
京
ア
ナ
ウ
ン

ス
室
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
。
生
涯
現
役
の
人

も
多
く
、東
京
の
中
核
で
働
く
先
輩
方
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
実
況
を
担
当
す
る
よ
う
な
エ
ー

ス
ば
か
り
の
中
で
私
は
七
転
八
倒
し
て
い
ま

す
。
弊
社
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
は
大
き
く
野

球
・
サ
ッ
カ
ー
・
相
撲
の
三
つ
の
班
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、私
は
宗
像
高
校
で
も
野
球
部

で
し
た
か
ら「
野
球
の
現
場
で
仕
事
が
し
た

い
」と
希
望
し
野
球
班
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
野
球
班
の
目
指
す
道
の
り

が
と
て
も
遠
い
。
高
校
野
球
地
方
大
会
の

実
況
に
始
ま
り
、甲
子
園
の
リ
ポ
ー
タ
ー
を

経
て
甲
子
園
ラ
ジ
オ
の
実
況
に
た
ど
り
着

く
の
に
一
苦
労
。
さ
ら
に
甲
子
園
テ
レ
ビ
の

実
況
、プ
ロ
野
球
の
県
域
放
送
実
況
、ブ
ロ
ッ

ク
放
送
の
実
況
、全
国
Ｂ
Ｓ
放
送
、全
国
地

上
波
の
放
送
と
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す

が
、地
上
波
の
放
送
に
辿
り
着
く
に
は
二
十

年
近
く
の
キ
ャ
リ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
も
遠
い
道
の
り
な
の
か
。
そ
れ

は
ひ
と
え
に「
ス
ポ
ー
ツ
実
況
に
は
答
え
が

な
い
」か
ら
だ
と
言
え
ま
す
。
刻
一
刻
と
変

化
し
て
い
く
試
合
の
状
況
の
ど
こ
を
切
り
取

り
、ど
う
伝
え
る
か
。
そ
の
多
く
は
実
況
ア

ナ
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
誤
解
を
恐
れ
ず
言

え
ば
実
況
ア
ナ
の
力
量
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
商
品

の
質
と
な
る
わ
け
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

特
に
難
し
い
の
が
テ
レ
ビ
実
況
で
す
。
多

く
の
情
報
が
す
で
に
見
え
て
い
る
中
で
ど
こ

に
注
目
す
る
の
か
。
ど
ん
な
情
報
を
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
出
す
の
か
。
情
報
の
取
捨
選

択
と
伝
え
方
の
ト
ー
ン
も
一
人
で
決
定
し
て

い
く
難
し
さ
は
そ
の
人
の
セ
ン
ス
を
問
わ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、私
に
と
っ
て
重
要
な
舞
台
が

こ
の
六
月
に
二
つ
待
っ
て
い
ま
す
。
六
月
二

日
の
六
大
学
野
球
の「
早
慶
戦
」と
一
六
日

の
大
学
野
球
選
手
権
の
テ
レ
ビ
実
況
で
す
。

　

お
時
間
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
酒
匂
の
セ
ン
ス
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　

体育会系の
中でまだまだ
修行中…

さ 

こ 

う

あ 

す 

か

酒 

匂  

飛 

翔

（
宗
高
五
十
五
回
卒
）

活躍する
同 窓 生

そ
れ
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、そ
の
後
は
工
学
系
の
進
路
に
進
み
、

デ
ザ
イ
ン
と
は
縁
遠
い
仕
事
を
長
く
し
て
い

ま
し
た
。
今
、自
分
の
会
社
で
好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
出
来
て
幸
運
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

六
年
前
に
独
立
し
た
の
は
そ
れ
が
一
番
の

目
的
で
し
た
が
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

う
考
え
方
に
出
会
っ
た
こ
と
も
大
き
な
動
機

で
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、そ
の

名
の
通
り
様
々
な
社
会
課
題
に
対
し
て
補
助

金
や
寄
付
に
頼
ら
ず
、ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
に
よ

り
取
り
組
む
こ
と
で
継
続
性
と
発
展
性
を
求

め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
利
益
の
最
大
化
が

目
標
で
は
な
い
た
め
、株
主
へ
の
配
当
が
百

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
出
な
い
点
が
特
徴
で
す
。

私
達
の
会
社
で
は
伝
統
的
な
織
物
の
周
知
と
、

そ
の
商
品
づ
く
り
を
障
が
い
の
あ
る
人
に
適

正
な
賃
金
で
依
頼
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、

課
題
も
沢
山
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
思

い
を
持
つ
人
達
と
目
標
を
共
有
し
な
が
ら
事

業
を
行
え
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、多
少
な
が
ら
宗
像
で
地
域
に

関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
と
、ご
一
緒
し
た
方

が
実
は
宗
像
高
校
出
身
だ
っ
た
、と
い
う
こ
と

が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓

生
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
、母
校
の
あ
る
宗

像
の
街
と
自
然
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、創
立
百
周
年
記
念

事
業
の
成
功
と
、宗
像
高
校
お
よ
び
同
窓
会

の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

平 

田     

央

（
宗
高
四
十
三
回
卒
）

活躍する
同 窓 生

ものづくり会社
を始めました
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宗
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
募
金
は
、

五
月
末
で
八
千
万
円
を
上
回
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
、こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
、卒
業
生
以
外
に
も
ご
支
援
い
た
だ

い
た
方
々
、ま
た
企
業
、団
体
の
方
々
に
は

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

実
行
委
員
会
と
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も

目
標
の
達
成
に
向
け
て
さ
ら
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
今
実
行
委
員
は
紹
介
先
を

直
接
訪
問
し
最
後
の
お
願
い
に
廻
る
と
共

に
、新
た
な
寄
付
者
の
掘
り
お
こ
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
各
学
年
の
幹

事
、有
志
の
方（
特
に
現
役
世
代
）に
は
同

級
生
に
対
し
最
後
の
賛
同
を
呼
び
掛
け
て

頂
い
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
年
毎
の
寄
付
額
並
び
に
こ
れ
ま
で
の

個
人
、企
業
の
寄
附
状
況
は
次
の
ペ
ー
ジ

以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
使
っ
た

寄
付
の
受
付
は
八
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
ふ
る
さ
と
納

税
を
利
用
し
な
い
場
合
は
、今
年
度
一
杯

（
来
年
三
月
末
）ま
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

百
周
年
記
念
碑
の
建
立
も
終
わ
り
、部

室
棟
、夜
間
照
明
の
実
施
設
計（
体
育
器

具
の
整
備
を
含
め
）も
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
創
立
百
周
年
の
節
目
と
な
る
記
念
総

会
も
七
月
二
十
八
日
博
多
の「
ホ
テ
ル
日

航
福
岡
」で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。　
　

　

令
和
元
年
を
区
切
り
と
し
、百
周
年
の

思
い
を
込
め
た
記
念
の
資
産
を
次
の
世
代

に
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
御

協
力
、ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
力
の

　
　

    

お
礼
と
最
後
の
お
願
い

◆
令
和
元
年
度

  

・
開
校
記
念
式（
四
月
二
十
六
日
）

　
　
　

式
典
・
講
演
・
記
念
碑
除
幕
式

  

・
記
念
鳳
雛
祭（
五
月
）

  

・
記
念
同
窓
会
総
会（
七
月
二
十
八
日
）

  

・
記
念
体
育
祭（
九
月
七
日
）

  

・
記
念
招
待
試
合（
十
月
十
三
日
）

  

・
記
念
行
事（
十
一
月
二
日
）

　
　
　

記
念
式
典
・
生
徒
発
表
・
祝
賀
会

  

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
完
成

  

・
部
室
棟
着
工

  

・
記
念
誌
編
纂

  

・
第
二
回
生
徒
海
外
派
遣 

（
三
月
）

◆
令
和
二
年
度

  

・
部
室
棟
完
成

  

・
第
三
回
生
徒
海
外
派
遣 

（
三
月
）

百
周
年
記
念
事
業
・
行
事
予
定

募
金
推
進
部
会

百年の絆を喜び
　宗高の未来を紡ぐ

　

母
校
宗
像
高
校
が
百
周
年
を
迎
え
ま
す

こ
と
は
、こ
れ
ま
で
支
え
て
き
て
い
た
だ
い

た
多
く
の
先
輩
の
方
々
、地
域
の
方
々
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
の
高
校
生
活
は
野
球
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
し
た
。
高
校
生
二
年
生
の
頃
、新
チ
ー

ム
発
足
か
ら
冬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
に
入
る

ま
で
に
公
式
戦
・
練
習
試
合
を
含
め
、負
け

た
試
合
は
五
試
合
。
負
け
ず
嫌
い
の
メ
ン

バ
ー
ば
か
り
で
し
た
が
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

良
く
勝
利
を
重
ね
ま
し
た
。
三
年
生
に
な

り
、春
季
福
岡
市
長
杯
で
は
、春
季
九
州
大

会
を
制
し
た
福
岡
第
一
に
勝
つ
な
ど
し
て
準

優
勝
し
、夏
の
選
手
権
大
会
の
シ
ー
ド
校
に

選
ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

し
か
し
、夏
の
選
手
権
大
会
は
初
戦
で
九

産
大
九
産
に
敗
れ
、我
々
の
夏
は
終
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、全
国
大
会
へ
の
想
い
を
忘

れ
ら
れ
ず
、大
学
、社
会
人
で
も
野
球
を
続
け

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
高
校
野
球
で
し
た
。　

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
教
諭
と
し
て
赴
任

し
、赴
任
時
か
ら
十
四
年
間
、母
校
の
監
督

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
任
四
年

目
の
平
成
二
十
年
に
は
、春
季
福
岡
市
長
杯

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
夏
の
選
手
権
大
会

で
は
シ
ー
ド
校
に
選
ば
れ
、二
十
四
年
ぶ
り

の
県
大
会
出
場
を
果
た
し
、全
校
応
援
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

翌
年
に
も
県
大
会
出
場
を
果
た
し
、当
時

同
窓
会
長
を
さ
れ
て
い
た
、伊
豆
善
也
先
生

の「
甲
子
園
へ
の
熱
い
想
い
」に
少
し
近
づ
い

た
年
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
年
続
け
て
の
県
大
会
は
、一
年
目
県
ベ

ス
ト　

、二
年
目
県
ベ
ス
ト　

で
敗
退
し
、

甲
子
園
へ
の
想
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
に
再
び
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、県
ベ
ス
ト　

で
敗
退
。
甲
子

園
へ
の
想
い
は
、後
輩
た
ち
に
託
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
年
の
秋
季
福
岡
市
長
杯
で
初
優

勝
し
、着
実
に
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
が
、

夏
の
選
手
権
大
会
で
は
シ
ー
ド
校
に
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
校
で
の
監
督
生
活

は
、生
徒
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、Ｏ
Ｂ
の
方
、保

護
者
の
方
に
も
支
え
ら
れ
、楽
し
く
務
め
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
質
実
剛
健
・
自
彊
不
息
」の
校
訓
の
も

と
、一
世
紀
積
み
重
ね
て
き
た
母
校
宗
像
高

校
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
百
周
年
記
念
行

事
が
、川
島
実
行
委
員
長
、竹
井
同
窓
会

長
、三
宅
校
長
先
生
の
も
と
、成
功
を
収
め

る
と
と
も
に
、宗
像
高
校
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。　

19

16
16

門 

司  

栄 

一

（
宗
高
四
十
四
回
卒
）

母校での
野球人生

会報
ペンリレー
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各
回
各
回

だ
よ
り

　

私
た
ち
は
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
年
）

四
月
に
入
学
し
在
学
中
、学
制
改
革
に
よ
り

併
中
一
回
生
は
昭
和
二
十
三
年
、宗
高
二
回

生
は
昭
和
二
十
六
年
と
別
れ
て
卒
業
し
、校

名
も
宗
中
か
ら
宗
高
と
改
称
さ
れ
男
女
共

学
と
な
り
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
昭
和
二
十
年
の
入
学
を
取
っ
て

二
〇
年
会
と
名
付
け
毎
年
同
窓
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
平
成
最
後
の
本
年
は
四
月

二
十
日
に
恩
師
中
村（
旧
姓
吉
田
）サ
ツ
キ

先
生（
九
十
一
才
）を
囲
み
国
民
宿
舎
ひ
び

き
で
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

同
窓
生
も
八
十
六
才
を
超
え（
体
調
不

良
の
た
め
欠
席
）と
の
返
信
が
多
く
な
り
十

七
名
の
出
席
で
し
た
。
世
話
人
代
表
の
綱

脇
君
か
ら
創
立
百
周
年
記
念
募
金（
二
百

万
円
余
）の
お
礼
報
告
が
あ
り
物
故
者
へ
の

黙
と
う
後
、懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。　
　

 

　

会
が
始
ま
る
と
近
況
や
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、来
年
は
新

年
号（
令
和
）と
変
わ
り
、米
寿
の
祝
い
を
兼

ね
て
ぜ
ひ
同
窓
会
を
や
ろ
う
と
再
会
を
約

束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。　　
（
文
責
Ｕ
Ｓ
）

併
中
１
回
生

昭
和
23
年
卒
業

宗
高
２
回
生

昭
和
26
年
卒
業

宗
女
17
回
生

昭
和
23
年
卒
業

　

最
後
に「
元
気
で
再
会
を…

…

」と
寄
せ

書
き
し
て
別
れ
ま
し
た
。　
（
当
番
一
同
）

宗
高
３
回
生

昭
和
27
年
卒
業

　

櫻
の
開
花
も
近
い
春
の
一
日　

博
多
の
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡
に
於

て
、第
三
回
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催
し

た
。
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
十
一
名
の
多

く
の
参
加
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
五
十
回
を
記
念
し
て
特
別
な
催
し
を

考
え
た
が
名
案
も
浮
か
ば
ず
、い
つ
も
の
よ
う

に
記
念
撮
影
か
ら
物
故
者
を
追
悼
し
黙
祷
、

乾
杯
と
続
い
て
懇
親
会
へ
と
移
っ
た
。

　

今
回
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
案
内
状
と
併

せ
て
皆
ん
な
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
調
査
し
て
み

た
。
卒
業
時
に
四
百
余
名
で
あ
っ
た
同
窓
生

も
現
在
二
百
余
名
と
な
っ
て
、そ
の
二
百
名

に
対
す
る
調
査
の
結
果
は
同
窓
会
に
は
参
加

さ
れ
な
か
っ
た
が
総
じ
て
皆
さ
ん
は
元
気
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

詳
細
な
内
容
は
次
の
と
り
で
あ
っ
た
。　

一
、出
席
者
三
十
一
名
と
所
用
で
欠
席
さ
れ

　

二
〇
一
八
年
二
月
五
日
の
同
窓
会
が
近

づ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、私
た
ち
に
と
っ
て

は「
米
寿
」と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

何
よ
り
も
ど
う
か
よ
い
天
気
で
あ
り
ま
す

様
に
と
、毎
日
空
ば
か
り
見
て
お
り
ま
し

た
。
す
る
と
寒
さ
は
や
ゝ
厳
し
い
も
の
の
雨

も
雪
も
降
ら
ず
上
々
の
お
日
和
で
し
た
。　

　

さ
て
、当
日
、送
迎
バ
ス
に
お
願
い
し
て
、

織
幡
宮
に
参
詣
し「
健
康
と
長
寿
」を
お
祈

り
し
ま
し
た
。
引
出
物
に「
鯛
と
末
広
が
り

の
か
ま
ぼ
こ
」

を
用
意
し
ま

し
た
。　
　

　

当
番
一
同

で
い
ろ
い
ろ

と
考
え
悩
み

ま
し
た
が
、皆

さ
ん
か
ら「
よ

い
お
祝
い
を

し
て
も
ら
っ

て
嬉
し
か
っ

た
。
最
高
の

同
窓
会
だ
っ

た
」と
言
っ
て

い
た
だ
い
て
、

ほ
っ
と
し
ま

し
た
。 　
　

　

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
二
日「
ひ
び
き
」、

み
ん
な
楽
し
く
集
ま
り
ま
し
た
。
足
の
不

自
由
な
人
も

い
た
の
で
す

が
、ひ
び
き
の

社
長
の
厚
意

で
郡
内
、
玄

海
、津
屋
崎
、

福
間
、東
郷
、

赤
間
と
大
型

バ
ス
で
ひ
ろ

っ
て
く
だ
さ

り
、
集
ま
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
感

謝
で
す
。　
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た
十
八
名
併
せ
て
四
十
九
名
の
皆
さ
ん

　

は
元
気
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

二
、元
気
で
あ
る
が
遠
出
等
の
外
出
は
控
え

　

て
い
る…

三
十
五
名　
　
　
　
　
　
　

三
、足
・
腰
等
が
悪
く
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

　

…

二
十
三
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、疾
患
の
た
め
通
院
治
療
を
受
け
て
い
る

　

…

八
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、そ
の
他
五
十
二
名
の
多
く
の
方
の
返
信

　

が
無
く
充
分
な
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
九
名
に
案
内
状
が
届
か
ず
返

却
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

出
席
者
の
全
員
で
健
康
に
留
意
し
、米

寿
、卒
寿
を
目
指
し
て
次
回
の
再
会
を
約
束

し
散
会
し
た
。　
　
　
　
　
（
文
責 

瀧
口
）

宗
高
６
回
生

昭
和
30
年
卒
業

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
同
窓
会
を
平
成

三
十
年
十
月
二
十
日（
土
曜
日
）に
国
民
宿

舎「
ひ
び
き
」で
開
催
し
ま
し
た
。　　
　
　

　

東
京
、大
阪
か
ら
の
三
人
を
加
え
三
十
六

人
の
出
席
で
し
た
。（
男
性
十
七
人
、女
性
十
九
人
）

　

段
々
出
席
者
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
昨
年

の
例
か
ら
推
し
て
四
十
人
の
出
席
者
が
あ

れ
ば
よ
い
が
と
願
っ
て
い
ま
し
た
が
残
念
な

が
ら
こ
れ
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　

い
っ
た
ん
出
席
の
回
答
を
頂
い
た
人
で
も

開
催
日
の
ま
じ
か
に
な
っ
て
体
調
が
思
わ
し

く
な
い
の
で
参
加
で
き
な
い
と
ご
連
絡
を
頂

い
た
人
も
何
人
か
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　

人
生
八
十
歳
を
超
え
る
と
身
体
に
も
あ

ち
こ
ち
に
故
障
が
出
て
欠
席
の
理
由
に
は
体

調
不
全
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

出
席
さ
れ
た
人
達
は
出
席
で
き
た
だ
け
で

も
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　

物
故
者
名
、出
席
者
の
名
簿
、校
歌
、欠

席
し
た
人
の
近
況
短
信
も
書
き
写
し
添
付

し
た
出
席
者
の
た
め
の
栞
は
同
級
生
の
近

藤
清
志
さ
ん
の
筆
に
よ
る
素
敵
な
俳
画
の

表
紙
が
つ
い
た
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

　
「
草
々
に
花
々
に
秋
惜
し
み
け
り
」　
　

　

会
は
終
始
和
や
か
な
歓
談
と
カ
ラ
オ
ケ

も
、校
歌
斉
唱
も
、女
性
全
員
に
よ
る「
赤
と

ん
ぼ
」の
合
唱
も
あ
り
、短
時
間
で
し
た
が

楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
同
窓
会
で
す
が
、年
を
追
っ

て
や
む
な
き
事
情
で
出
席
者
も
減
少
し
、世

話
す
る
人
達
に
も
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
て
誠
に
残
念
な
が
ら
今
回
を
も
っ

て
最
終
会
と
し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　

　

私
達
の
同
級
生
で
在
京
の
人
達（
現
在
十

六
人
と
か
）が「
宗
六
会
」の
名
称
で
会
を
作

り
毎
年
二
回
の
会
合
を
継
続
し
て
開
か
れ

て
い
る
と
仄
聞
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

今
後
は
こ
の
同
窓
会
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
、ま
た
、い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
が
作
ら

れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
親
交
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
同
窓
会
を
平
成

三
十
年
十
月
二
十
日（
土
曜
日
）に
国
民
宿

泊「
ひ
び
き
」で
開
催
し
た
の
を
最
後
に
誠
に

残
念
な
が
ら
閉
会
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

永
年
に
亘
り
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に

よ
り
同
窓
会
を
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
を
誠

に
あ
り
が
た
く
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
開
催
に
あ
た
り
、徴
収
し
ま
し
た

会
費
の
残
高
が
積
み
上
が
っ
て
最
終
会

終
了
後
、十
七
万
三
千
四
百
五
十
四
円

（173,454円

）と
な
っ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
う
ち
二
万
円
を
西
日
本
新
聞
社
に

「
宗
像
高
校
百
周
年
記
念
同
窓
会
総
会
協

賛
広
告
」掲
載
料
と
し
て
支
出
し
、残
額
の

十
五
万
三
千
四
百
五
十
四
円
を
百
周
年
記

念
事
業
に
同
窓
会
有
志
か
ら
の
寄
付
金
と

し
て
出
捐
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で

何
卒
ご
了
承
賜
り
た
く
紙
面
に
よ
り
ご
報

告
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、新
聞
広
告
掲
載
料
に
関
し
て
は
同

窓
会
本
部
の
副
会
長
占
部
眞
砂
子
様
よ
り

依
頼
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

本
件
に
関
す
る
領
収
書
等
証
憑
書
類
は

全
て
中
村
氏
正
様
に
保
管
願
っ
て
い
ま
す
の

で
併
せ
て
ご
報
告
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。　　
　

 　
（
文
責  

花
田
）

同
窓
生
の
皆
様
に
寄
付
の
ご
報
告
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宗
高
10
回
生

昭
和
34
年
卒
業

　

二
〇
一
八
年
七
月
二
十
二
日
、ユ
リ
ッ
ク

ス
で
の
総
会
に
十
三
名
出
席
し
歓
談
し
ま

し
た
。
二
次
会
は
、十
一
名
で
王
丸
の「
や

ま
つ
ば
さ
」の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
茶
話
会
を
し

て
名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。　　
　
　
　
　

　

秋
の
親
睦
旅
行
は
、十
月
十
五
日
〜
十

六
日
で
鹿
児
島
の
指
宿
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
男
性
十
一
名
女
性
十
二
名
で
、四

十
人
乗
り
の
中
型
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
談
笑
し

な
が
ら
長
時
間
の
行
程
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、宮
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
昼

食
、ト
イ
レ
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
宿
泊
先
の

指
宿
白
水
館
へ
三
時
過
ぎ
に
到
着
し
ま
し

た
。
一
階
の
海
の
見
え
る
落
ち
着
い
た
和
室

に
そ
れ
ぞ
れ
入
室
し
て
一
休
み
し
て
か
ら
、

お
目
当
て
の
砂
蒸
し
温
泉
へ
。
十
五
分
間

し
っ
か
り
温
ま
っ
て
風
呂
に
ゆ
っ
た
り
浸
か

り
旅
の
疲
れ
を
取
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

宴
会
で
は
、旅
館
の
提
供
で
遅
ま
き
な
が

ら
の
喜
寿
の
祝
い
に
何
人
か
が
紫
色
の
頭
巾

と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
身
に
着
け
て
記
念
撮

影
を
し
ま
し
た
。
会
席
料
理
を
お
い
し
く

い
た
だ
き
な
が
ら
近
頃
は
少
し
の
酒
量
で

十
分
な
男
性
諸
氏
の
よ
う
で
す
。
お
互
い

の
話
に
時
間
を
忘
れ
て
談
笑
し
て
カ
ラ
オ
ケ

を
す
る
の
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　

二
日
目
は
、亜
熱
帯
植
物
園
の
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
か
ご
し
ま
を
一
巡
し
て
、枕
崎
市
の

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン「
ぶ
え
ん
」で
前
も
っ
て
注

文
し
て
い
た
各
自
の
メ
ニ
ュ
ー
で
昼
食
。
そ

の
後
、南
九
州
市
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館

へ
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
若
者
た

ち
が
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
か
と
心
が
痛

み
、不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
最

後
の
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
で
は
通
り
を
一

巡
し
て
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。　
　
　

　

帰
途
は
、予
定
よ
り
少
々
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
が
、み
ん
な
元
気
で
無
事
に
帰
り
着
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
下
車
地
で
は
、ま
た
の

再
会
を
約
束
し
て
名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

八
十
歳
に
な
る
来
年
ま
で
、親
睦
旅
行
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

し
っ
か
り
元
気
を
キ
ー
プ
し
て
是
非
と
も
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
は
、十
月
二
十
一
日（
月
）〜
二
十
二

日（
火
）の
予
定
で
す
。
山
口
・
九
州
内
で
無

理
な
く
行
け
る
所
で
計
画
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
一
同
）

宗
高
15
回
生

昭
和
39
年
卒
業

　

平
成
最
後
の
同
窓
会
を
十
一
月
七
日
、勝

浦
の
華
杏
で
開
催
し
ま
し
た
。
還
暦
を
過

ぎ
て
か
ら
、三
年
毎
に
開
催
し
て
い
ま
す

が
、今
回
は
男
性
四
十
五
人
、女
性
三
十
五

人
、計
八
十
人
の
参
加
で
し
た
。
県
外
か
ら

も
十
人
近
く
が
顔
を
見
せ
て
く
れ
、大
変
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

会
場
に
入
る
と
、ま
ず
ク
ラ
ス
写
真
、全

体
写
真
を
取
り
、五
十
二
人
の
物
故
者
に
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
宴
会
に
な

り
ま
す
と
、昔
話
、自
分
自
身
の
終
活
模
様
、

孫
の
話
、等
々
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

四
時
間
も
の
長
時
間
で
し
た
が
、あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
は
次
回
を

後
期
高
齢
の
七
十
五
才
、そ
れ
か
ら
喜
寿
、

傘
寿‥

‥

で
出
会
う
こ
と
を
確
認
し
、有
吉

君
の
元
気
な
万
才
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、半
数
が
東
郷
の
街
に
繰
り
出
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
楽
し
い
同
窓
会
が
で

き
る
の
も
、安
部
会
長
、森
田
・
森
内
副
会
長

は
じ
め
、ク
ラ
ス
役
員
の
皆
様
の
お
陰
だ
と

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

寄
る
年
や 

心
お
き
な
く 

交
わ
す
盃　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
川 

記
）

宗
高
18
回
生

昭
和
42
年
卒
業

　
「
古
希
に
集
う
」宗
高
十
八
回
生
学
年

同
窓
会
を
、平
成
三
十
年
五
月
二
十
七
日
、

福
岡
市
の
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多
で

開
催
し
ま
し
た
。
関
東
、関
西
か
ら
も

駆
け
つ
け
て
八
十
名
の
楽
し
い
催
し
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

最
初
に
記
念
写
真
を
撮
り
、五
十
余
名
の

物
故
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち
、椛
村
女
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各
支
部

各
支
部

だ
よ
り

史
に
よ
る
古
希
祝
い
へ
の
踊
り
、乾
杯
の
声

に
よ
り
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　
　
　

　

来
る
宗
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
成

功
を
期
し
て
、十
八
回
生
の
実
行
委
員
四
名

が
登
壇
、記
念
事
業
の
内
容
や
寄
付
活
動
へ

の
協
力
依
頼
が
な
さ
れ
、併
せ
て
川
島
同
窓

会
記
念
事
業
実
行
委
員
長
か
ら
の「
古
希

を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

早
速
、「
寄
付
し
よ
う
」と
声
が
あ
り
母
校
を

想
う
気
持
ち
に
会
場
は
わ
き
ま
し
た
。　
　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、五
十
年
前

の
学
校
生
活
の
思
い
出
や
近
況
な
ど
話
が

弾
む
中
、卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
編
集
し
た

「
十
八
回
生
思
い
出
の
絵（
学
園
風
景
や
修

学
旅
行
、ク
ラ
ブ
紹
介
写
真
な
ど
）」が
会

場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、映
写
と

合
わ
せ
て
、「
遠
来
の
友
」「
ク
ラ
ブ
紹
介
」な

ど
十
名
の
方
か
ら
当
時
の
様
子
や
思
い
出

な
ど
を
コ
メ
ン
ト
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た

が
、時
間
も
経
過
し「
輪
に
な
っ
て
歌
お
う
」

出
席
者
同
士
肩
を
組
み
、「
高
校
三
年
生
」

「
宗
高
校
歌
」を
高
ら
か
に
合
唱
し
雰
囲
気

も
最
高
潮
、「
ア
ー
チ
で
み
ん
な
で
祝
福
」互

い
に
ア
ー
チ
を
つ
く
り
、く
ぐ
っ
て
一
人
一
人

が
主
役
、古
希
を
祝
い
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
窓
生
の
ご
厚
意
で
生
花
を
提

供
い
た
だ
き
、参
加
者
へ
の
古
希
の
花
束
、

会
場
の
盛
花
に
も
使
い
大
変
好
評
で
し
た
。

多
く
の
同
窓
生
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
会
と

な
り
、感
謝
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

な
お
、本
同
窓
会
の
残
金
三
万
余
円
は
、

百
周
年
記
念
事
業
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　
　
　
　

   

（
文
責  

五
・
六
組
幹
事
代
表
）

　

母
校
で
あ
る
宗
像
高
等
学
校
の
創
立
百
周

年
を
心
よ
り
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
こ
の
よ
う
な
節
目
に
、令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
を
皆
様
と
共
に
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
、平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日

（
日
）に
は
八
仙
閣
本
店
に
お
い
て
、福
岡
支

部
の
通
常
総
会
を
一
一
七
名
の
ご
参
列
を
い

た
だ
き
盛
会
の
中
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
十
三
回
卒
内
藤
直
徳
前
支
部
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
た
大
宴
会
に
お
い
て

は
、ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
の
中
で
現
在
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
顧
問
の
四
十
二
回
卒
の
三
好
陽

子
先
生
と
五
十
五
回
卒
麻
生
庸
介
様
に
よ

る
生
演
奏
は
大
好
評
で
し
た
。
一
昨
年
か
ら

の
ク
ラ
ブ
活
動
関
係（
Ｈ
二
十
八
野
球
部
・

Ｈ
二
十
九
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
・
Ｈ
三
十
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
）、本
年
度
創
設
の
宗
高
ビ
ジ
ネ
ス

懇
話
会（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索「
宗

高
懇
話
会
」）関
係
の
新
た
な
参
列
も
あ
り

大
学
生
か
ら
若
年
、中
高
老
年
と
幅
広
い
層

の
賑
わ
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

福
岡
支
部
と
し
て
本
部
の
募
金
部
会
の
一

員
と
し
て
全
国
一
斉
募
金
活
動
へ
具
体
的

な
協
力
を
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に

通 

常 

総 

会

福　

岡　

支　

部

現
役
層
を
対
象
に
し
た
昨
年
十
一
月
一
日
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
に
よ
る
寄
付
」の
Ｄ

Ｍ
の
作
成
と
発
送
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
、令
和
の
新
時
代
を
迎
え
、人
事

面
で
も
新
体
制
と
な
り
次
の
百
年
に
向
け
て

の
活
動
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
。
前
任
の
和

田
支
部
長
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、吉

永
泰
像
新
支
部
長
以
下
役
員
一
同（
結
城
俊

子
・
安
部
有
樹
両
副
部
長
・
加
藤
和
久
事
務

局
長
・
中
島
睦

夫
事
務
局
長
補

佐
・
松
本
美
代

子
監
査
役
他
）、

支
部
発
展
の
為

に
何
を
為
す
べ

き
か
を
精
査
、

検
討
、
検
証
し

な
が
ら
、
支
部

会
員
の
皆
様
方

と
共
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。 

世
代
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
只
々
驚
く

ば
か
り
で
す
が
、

時
代
の
流
れ
に

取
り
残
さ
れ
な

い
た
め
に
も
蔓

延
し
た
多
種
多
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第
三
十
五
回
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会

は
平
成
三
十
年
十
月
二
十
八
日（
日
）、東

天
紅
上
野
本
店
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
東
京
支
部
会
員
一
六
九
名（
う

ち
大
学
生
十
六
名
）、来
賓
七
名
の
計
一
七

六
名
が
集
い
、当
番
幹
事
で
あ
る
城
野
秀
二

さ
ん
、太
田
郁
子
さ
ん（
昭
五
十
五
年
）の
息

の
合
っ
た
司
会
で
進
行
さ
れ
盛
大
な
総
会
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

初
め
に
、森
誠
支
部
長（
昭
四
十
二
年
）か

ら
支
部
会
員
に
対
し
日
頃
の
支
部
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
画
に
謝
意
を
表
し
、健
康
上
の

理
由
か
ら
東
京
支
部
長
を
退
任
す
る
こ
と
、

後
任
と
し
て
竹
西
城
太
郎
副
支
部
長
の
推

薦
動
議
が
な
さ
れ
、出
席
者
多
数
の
賛
成
を

得
て
竹
西
新
支
部
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。　

来
賓
の
竹
井
淳
同
窓
会
長
か
ら
は
百
周
年

記
念
事
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
、三
宅
竜
哉

校
長
か
ら
は
中
高
一
貫
校
体
制
を
取
り
巻

く
動
向
と
躍
動
す
る
部
活
動
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
、参
加
者
一
同
は
母
校
の
更
な

る
発
展
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。
そ
の
後
、

支
部
活
動
報
告
、決
算
報
告
、百
周
年
支
部

行
事
検
討
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
総
会
で
は
、宗
像
大
社
と
関
連
古
墳
群
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
、宗
像
大

社
の
前
宮
司
で
あ
る
高
向
正
秀
さ
ん（
昭
四

十
三
年
）よ
り
、『
宗
像
大
社
と
世
界
遺
産
』

と
題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故
郷
宗
像
と
宗
像
大
社
の
関
係
、宗
像
大
社

が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
な

ど
、貴
重
な
内
容
を
分
か
り
易
く
お
話
し
い

た
だ
き
、故
郷
へ
の
思
い
、誇
り
を
あ
ら
た
め

て
皆
で
共
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

　

懇
親
会
は
、廣
嶋
文
武
さ
ん（
昭
二
十

年
）の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
と
な
り
、美
味

し
い
料
理
と
飲
み
物
を
堪
能
し
一
息
つ
い
た

と
こ
ろ
で
、本
日
の
特
別
講
演
に
関
連
し
た

ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
、東
天
紅
協
賛
の「
月

餅
」菓
子
の
争
奪
戦
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、三
好
正
一
さ
ん（
昭
五

十
四
年
）夫
妻
に
よ
る
懐
か
し
い
曲
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
、終
盤
に
は
学
生
達
の

自
己
紹
介
の
後
、校
歌
斉
唱
と
万
歳
三
唱

を
参
加
者
全
員
で
声
高
々
に
行
い
、互
い
の

第　

回 

総
会
・
懇
親
会

東　

京　

支　

部

35

　

関
西
支
部
総
会
と
懇
親
会
を
二
〇
一
八

年
十
一
月
十
日（
土
）に
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
大
阪
梅
田
）に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
よ
り
竹
井
会

長
、江
口
副
会
長
、遠
藤
書
記
、母
校
よ
り

三
宅
校
長
先
生
に
ご
来
賓
と
し
て
出
席
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
東
京
、鹿
児
島
、愛
知

県
、岐
阜
等
の
遠
方
か
ら
五
名
も
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
参
加
者
は
、初
参
加
者
九
名
を

含
む
総
数
五
二
名（
男
性
三
五
名
、女
性
十

七
名
）と
な
り
、昭
和
二
十
八
年
卒
か
ら
平

成
三
十
年
卒
ま
で
と
幅
広
い
世
代
が
集
い
、

現
役
の
大
学
生
四
名
も
参
加
し
、会
場
内
に

は
百
周
年
記
念
事
業
募
金
活
動
ポ
ス
タ
ー

も
掲
示
し
、賑
や
か
な
総
会
・
懇
親
会
に
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
会
で
は
ま
ず
全
員
で
物
故
者
に
黙
祷

を
さ
さ
げ
、続
い
て
川
端
支
部
長
か
ら
皆
さ

ん
に
配
布
し
た
資
料
特
に
百
周
年
の
記
念

募
金
を「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
利
用
し
た
寄

付
説
明
か
ら
、地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
今

年
の
文
化
功
労
者
受
章
の
新
海
さ
ん
、木
製

ス
ピ
ー
カ
ー
開
発
の
石
原
さ
ん
の
紹
介
等

を
説
明
し
、山
中
会
計
担
当
か
ら
の
会
計
報

告
、 

そ
の
後
、竹
井
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
、

続
い
て
三
宅
校
長
に
よ
り
母
校
生
徒
の
輝

か
し
い
活
躍
の
様
子
や
東
郷
と
赤
間
の
間

に
新
駅
を
設
置
す
る
為
の
署
名
活
動
の
お

願
い
等
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　

懇
親
会
は
昭
和
二
十
八
年
卒
の
西
村
様

の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
り
、楽
し
い
歓

談
へ
と
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
行
い
、一
等
の
商
品
券
や
故
郷
の
ラ
ー

第　

回 
総
会
・
懇
親
会

33 関　

西　

支　

部

様
な
情
報
や
価
値
観
を
正
し
く
見
極
め

各
々
が
身
に
付
け
た
五
感
や
六
感
も
駆
使

し
。
時
代
に
即
し
た
支
部
運
営
の
在
り
方

を
模
索
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

な
お
、二
〇
一
九
年
度
だ
け
は
本
部
主
催

の「
宗
高
創
立
百
周
年
記
念
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
」に
福
岡
支
部
総
会
は
包
含
す
る
こ

と
し
別
途
の
行
事
は
行

い
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、次

回
の
福
岡
支
部
総
会
は

二
〇
二
〇
年
十
一
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
後
日
、福
岡
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）　
　
　

 

健
勝
と
再
会
を
祈
念
し
な
が
ら
盛
会
裏
に

終
了
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
の
当
番
幹
事
は
昭
四
十
七
、五
十

五
年
卒
の
二
十
六
名
が
担
当
し
ま
し
た
が
、

母
校
創
立
百
周
年
と
な
る
令
和
元
年
は
、当

番
幹
事
を
昭
四
十
八
年
と
五
十
七
年
卒
に

引
き
継
ぎ
、十
一
月
三
十
日（
土
） 

十
二
時

よ
り「
東
天
紅 

上
野
本
店
」で
開
催
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
支
部
の

総
会
・
懇
親
会

は
こ
こ
数
年
、

学
年
幹
事
を
中

心
と
し
た
精
力

的
な
案
内
活
動

に
よ
り
参
加
者

数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す

が
、引
き
続
き
、

若
い
世
代
の
積

極
的
な
参
加
を

期
待
し
て
お
り

ま
す
。　

 　
　

当
番
幹
事
代
表

　

 

柴 

田  

邦 

彦

   　
〔
昭
和　

年
卒
〕

47

17 宗 像 高 校 同 窓 会 報第49号 2019年6月15日



《次回開催》
日  時 ： 2019年10月26日（土） 12時30分開宴予定
場  所 ： ホテル阪急インターナショナル

　

北
九
州
支
部
で
は
、定
期
総
会
を
十
月

十
四
日（
日
）十
一
時
よ
り
、か
ん
ぽ
の
宿（
北

九
州
市
若
松
区
）に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
学
校
長
・
同
窓
会
長
を
は
じ
め
沢

山
の
来
賓
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
会
で
は
事
業
報
告
を
行
い
、今
後
の
活

動
方
針
を
報
告
し
、予
算
決
算
に
つ
い
て

も
、了
承
を
得
ま
し
た
。
百
周
年
の
行
事
に

対
す
る
活
動
内
容
や
学
校
の
現
況
な
ど
も
、

学
校
長
・
同
窓
会
長
よ
り
ご
説
明
を
受
け
、

母
校
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、百
周
年
行
事

に
対
し
て
の
、更
な
る
協
力
を
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
会
終
了
後
は
、懇
親
会
を
開
催
し
、学

校
の
ク
ラ
ブ
紹
介
や
カ
ラ
オ
ケ
・
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、会
員
間
で
の
楽
し
い
会
話

や
、高
校
時
代
の
思
い
出
の
話
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　

　

当
支
部
で
は
、北
九
州
市
・
遠
賀
郡
の
在

住
者
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
活
動
広
報
に
、さ
ら
に
力
を
入
れ
、

会
員
間
の
相
互
理
解
を
深
め
る
活
動
を
進

め
て
ゆ
き
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、会
員
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
中
で
、活
動
の
方
向
を
広
げ
、よ
り
良

い
同
窓
会
活
動
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

   

（
北
九
州
支
部
長 

今
井
保
利
）

　

宗
像
高
校
宗
像
市
役
所
支
部
は
、宗
像

高
校
同
窓
会
初
の
職
域
支
部
と
し
て
発
足

し
て
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。　　
　
　
　

　

平
成
三
十
一
年
四
月
現
在
で
、一
二
五
人

の
組
織
で
す
。
定
年
退
職
者
も
順
次
出
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、宗
高
出
身
の
新
入
職

員
が
、平
成
二
十
九
年
度
は
五
人
、平
成

三
十
一
年
度
も
五
人
、平
成
三
十
一
年
度
は

三
人
と
続
々
と
入
庁
し
て
き
て
お
り
、喜
ば

し
い
限
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

宗
像
市
役
所
は
、毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

職
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
宗
高
出
身

の
み
な
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
宗
像
市
役
所
を
受

け
て
い
た
だ
き
、入
庁
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、

頼
も
し
い
支
部
の
先
輩
職
員
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
　

   

宗
像
市
役
所
支
部
長  

吉
川 

弘
達

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

北  

九  

州  

支  

部

職
域
支
部
と
し
て
発
足
し
て
五
年

宗
像
市
役
所
支
部

メ
ン
、お
菓
子
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
の
賞
品
を

目
指
し
、又
今
年
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
で
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

遠
方
か
ら
の
参
加
者
を
中
心
に
皆
で
円
陣

を
組
ん
で
校
歌
を
、続
い
て
昭
和
四
十
五
年

卒
業
の
藤
井
さ
ん
の
ギ
タ
ー
伴
奏
で「
今
日

の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」を
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
し
て
学
生
の
長
嶋
さ
ん
に
よ
る
三
本
締

め
の
後
、四
名
の
学
生
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
し
、優

勝
者
に
大
阪
の
家
庭
に
は
必
ず
一
つ
は
あ
る

と
さ
れ
る「
た
こ
焼
器
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
体
の
集
合
写
真
を
撮
り「
今
日

の
日
は
さ
よ
う
な
ら
・
ま
た
会
う
日
ま
で
」と

来
年
の
再
会
を
誓
い
閉
会
と
な
り
、今
年
も

又
あ
っ
と
い
う
間
の
三
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。 

　

次
回
も
更
に
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
参

加
し
て
頂
け
る
関
西
支
部
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。　　
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《事務局》  宗像高等学校参事事務長　武 田  美 余　  〒811-3436  福岡県宗像市東郷6丁目7-1　TEL ０９４０-３６-２０１９

　本後援会は、昭和６年、当時の旧制中学校の後援を目的として周辺町村長を中心とする地域の有志により設立され
た現文部科学省認可の一般財団法人です。当初は、旧制中学校発展に資するため、土地の取得や、職員住宅の確保
等を主な事業としていました。その後、学校諸施設に対する援助等を主な事業としてきましたが、平成15年度からは
新たに奨学事業を発足し、平成30年度には、1年生4名、2年生1名、3年生5名の計10名に総額120万円の奨学金を給付
しております。奨学生の皆さんは、経済的困難な状況に負けることなく勉学を続けることができ、自己の目標達成に向
けて頑張ることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成30年度は各方面から58万円余のご寄付をいただいております。ここにご寄付をいただいた方のご氏名を掲載
させて頂き、本紙面をお借りして改めてお礼に代えさせていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本財団法人は、今後とも在学生の奨学支援に力を注いで参る所存ですのでご支援の程よろしくお願い申し上げます。　

奨学金、
ありがと

うござい
ました。

《31年3月までにご寄付頂いた方》

奨 学 金 事 業 に つ い て

・宗高12回生  竹井 淳 様
・宗高13回生  池浦 順文 様
・宗高23回生  加藤 和久 様
・宗像高等学校同窓会 様
・宗像高等学校ビジネス懇話会

・宗高3回生  川島 照亮 様
・宗高25回生  ㈲北園総合建設  代表 北園 淳 様
・宗高同窓会  第25回ゴルフ大会参加者 様
・昭和58年卒業  総会当番幹事一同 様
・宗像高等学校同窓会  東京支部長・副支部長様
・宗高4回生  御一同 様

一般財団法人 福岡県立宗像高等学校後援会 代表理事 川 島  照 亮　

日　時：令和元年8月24日（土）

会　場：福岡国際カントリークラブ

参加費：3,500円

ゴ  ル  フ  大  会
申込締切：令和元年7月30日（火）

申込方法：宗像高校同窓会事務局
　             （Tel.0940-36-4422）

申込は一人でも出来ますが、出来れば１組単位でお願いします。

ゴ  ル  フ  大  会ゴ  ル  フ  大  会第26 回

（平日 10:00～16:00）

2019年度  宗像高校同窓会 総会・懇親会

100年の

絆を喜び、
未来を紡ぐ

円5,000
（福岡市博多区博多駅前２-１８-２５）

と き 11:00総会 12:00懇親会

会 場

会 費
7,000円のところ、同窓会により2,000円分
の補助をさせていただいております。

ホテル日航福岡

2019 7 28年 月 日（日）

宗像高校創立100周年記念宗像高校創立100周年記念宗像高校創立100周年記念宗像高校創立100周年記念

チ
ケ
�
ト
購
入
方
法

2019 7 28年 月 日（日）

宗像市役所支部
現在、総会日時については検討中です。

現在、総会日時については検討中です。

関 西 支 部
日　　時︓2019年10月26日（土）12:30～
場　　所︓ホテル阪急インターナショナル（大阪市北区茶屋街19ー19）
問合せ先︓支部長 川端 正
　　　　  ℡0798-26-3828（090-8533-0366）

東 京 支 部
日　　時︓2019年11月30日（土）12:00～15:30
場　　所︓東天紅 上野本店（東京都台東区池之端1-4-1）
問合せ先︓事務局長 遠藤 潤二
　　　　  ℡03-6666-3433（090-7016-2513）

北九州支部

日　　時︓2019年7月28日（日）11:00～
場　　所︓ホテル日航福岡（福岡市博多区博多駅東2-18-25）
問合せ先︓事務局長 加藤 和久
　　　　  ℡090-3521-6733

福 岡 支 部

各　支　部

※各支部同窓会の総会に参加してみようと思われる方は、どの
　地域からでもご参加いただけます。 ぜひ、事務局までお問い
　合わせください。多くの方々のご参加をお待ちしています。

旅行券が当たる

豪華福引もあります。

下記の銀行口座に会費5,000円をお振り込
みください。
同窓会総会当日、受付にて振込済み証をご
提示後、チケットをお渡しいたします。
チケットを受け取ってご参加ください。

振込銀行：福岡銀行 宗像支店 普通1855150
口座名義：宗高同窓会35回生
　　　　　会計 : 姫野 恵理子

当番幹事

宗高35回・45回・55回

当番幹事

宗高35回・45回・55回

※振込手数料はご負担願います。
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